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CDNキャッシュサーバーによるコンテンツ配信
の効果と課題

～全国展開ISPからみた地域キャッシュの可能性～



参考資料: NANOG47 ATLAS Internet Observatory 2009 Annual  Report, IT Law Wiki 

トラフィック傾向の変化 (Tier1からHyper Giantsへ)

トラフィックトレンドの移り変わり
Tier1 → P2P → Hyper Giants

Hyper Giants = Heavy Contents Holders  (Google, Facebook, Akamai, LLNW)

ISPでのトラフィックコントロール
Tier1: IX or Private Peering,  トランジット経路の引きの強さ
P2P:  DPI,  転送量制限
HyperGiants: ? 

P2P



CDNキャッシュサーバーによるコンテンツ配信について
(ex: Akamai Accelerated Network Program - AANP)

動作
ISP内部にキャッシュサーバーを設置 (サーバーはCDN事業者の持ち込み)

DNSによる最適サーバー選択
最適サーバー選択方法はISPからのBGP経路情報

メリット (ISP視点)

バックボーントラフィック量削減 (キャッシュされたコンテンツの再送)

アクセス高速化 (ISP内部のサーバーが応答)

バーストトラフィックの対応 (OS updateなど一時的バースト発生時のNW負荷軽減)

参考資料: Geekなぺーじ
「みんなが知らずに使っているAkamai」



CDNキャッシュサーバーによるコンテンツ配信について

キャッシュサーバーをISP内部に設置してコンテンツ配信をおこなう事業者
Akamai (Akamai Accelerated Network Program)

Google  (Google Global Cache)

Jストリーム 等



DTIの取り組み



効果測定①
バックボーントラフィック量削減効果



約 8%減少

Akamai CDNキャッシュサーバー稼働開始

バックボーントラフィック量削減効果

バックボーン回線のinboundトラフィック



Akamaiキャッシュサーバー配信トラフィック

キャッシュ配信効率 1:8
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効果測定②
応答速度測定

(Akamai Edge Suite利用サイトのhttp応答速度測定)



キャッシュ利用前 キャッシュ利用後

web site (A)



キャッシュ利用前 キャッシュ利用後

web site (B)



キャッシュ利用前 キャッシュ利用後

web site (C)



キャッシュ利用前 キャッシュ利用後

web site (D)



効果測定結果

バックボーントラフィック量削減
実測値より、約 8%の削減効果を得た。

応答速度の改善
実測値より、1/100～1/10改善された。 (smokeping http計測)

 jitter(応答時間のゆらぎ)も解消された。

バーストトラフィックの対応
Windows update, Mac OS/iOS update などの突発的なトラフィック発生時も
バックボーン負荷が軽減された。

東北震災時に、東京電力サイト(tepco.co.jp)が”Akamaized”されたため、
DTIユーザーの接続には支障が出なかった。

■期待した効果と測定結果



今後の課題



ISP aggregate 

Edge Edge Edge Edge

もっとユーザーに近い場所に設置したい

インターネット
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キャッシュサーバー設置場所と効果の比較

バックボーン エッジ

トラフィック量削減 ○ ◎

応答スピード ○ ◎

キャシング効率 ◎ △

設置コスト ◎ △

エッジに置くほどキャシング効果が薄れる。
トラフィック小 → キャッシュヒット率減少

キャシング効率が低いとトラフィック量削減、応答スピードのメリットも失われる。



Edge

ISP B NW
ISP B NW

Edge Edge Edge

エッジに設置する場合の問題点解決案 :
edge pointでのISP/CDN相互接続 - (CDN exchange point)

インターネット

ISP A NW ISP B NW



 本発表の内容についてのおことわり

– 本発表の内容はDTIで独自に情報収集した内容です。

– アカマイ・テクノロジーズ合同会社様には本発表についての承諾は頂いておりますが、
内容については一切関与しておりません。


